
吉
田
長
淑
は
安
永
八
年
、
幕
府
の
御
先
手
井
上
佐
太
夫
組
同
心
・
馬
場
兵
右
衛
門
信
寿
の
三
男
と
し
て
、
江
戸
駒
込
に
生
ま
れ
た
。
母
は
武

マ
マ

州
崎
玉
郡
郷
士
・
中
村
幸
右
衛
門
の
養
女
、
実
は
吉
田
長
粛
の
娘
で
あ
っ
た
。

（
一
一
）

長
淑
は
母
方
の
祖
父
吉
田
長
粛
の
養
子
と
な
り
、
八
吉
田
氏
Ｖ
を
名
乗
っ
た
。
長
淑
自
筆
の
「
系
図
帳
」
に
、
左
の
如
く
あ
る
。

（
一
）

私
は
す
で
に
「
藺
方
医
・
吉
田
長
淑
年
譜
考
」
と
題
し
て
吉
田
長
淑
の
伝
記
研
究
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
若
干
の
新
し
い
事
実
を

明
ら
か
に
し
得
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
な
お
多
く
の
不
明
が
残
さ
れ
た
。

小
稿
で
は
、
前
稿
で
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
長
淑
の
養
子
関
係
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
し
た
姓
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ま
た
、
こ

の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
長
淑
と
宇
田
川
玄
真
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
新
事
実
も
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

兵
右
衛
門
三
男
一
一
御
座
候
処
母
方
苗
字
吉
田
ヲ
相
名
乗
於
江
戸
表
和
蘭
内
科
医
業
仕
罷
在
候
処
（
中
略
）

文
政
四
年
吉
田
長
淑
（
花
押
）

（
三
一
）

養
父
長
粛
は
、
か
つ
て
桂
川
家
に
藺
方
医
学
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
長
淑
が
桂
川
甫
周
（
月
池
）
に
入
門
し
て
蘭
方
医
学
を
学
ぶ
こ
と
に

吉
田
長
淑
成
徳

吉
田
長
淑
の
養
子
関
係
と
宇
田
川
玄
真

和
曜
季
蟻
罐
一
琴
裳
濤
平
成
元
年
六
月
二
十
日
受
付

平
野
満
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宇
田
川
玄
真
の
妻
と
は
酒
井
雅
楽
頭
家
来
・
出
渕
弥
惣
治
の
娘
で
あ
る
。
玄
真
は
玄
随
の
養
子
と
し
て
宇
田
川
家
の
跡
を
継
い
だ
寛
政
十

年
、
玄
随
の
門
人
で
あ
っ
た
江
沢
養
寿
の
姉
と
結
婚
し
て
い
る
が
、
享
和
元
年
二
月
離
縁
し
た
。
そ
し
て
、
同
じ
享
和
元
年
九
月
に
酒
井
雅
楽

な
っ
た
の
も
、
養
父
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

寛
政
八
年
『
蘭
学
者
芝
居
見
立
番
附
』
で
、
長
淑
は
八
吉
田
佐
十
郎
Ｖ
の
芸
名
に
擬
さ
れ
て
お
り
、
同
十
年
一
」
藺
学
者
相
撲
見
立
番
附
』
で

（
四
）

は
八
江
戸
吉
田
佐
公
Ｖ
と
し
て
東
前
頭
三
枚
目
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
長
淑
が
桂
川
甫
周
に
入
門
し
た
の
は
遅
く
と
も
寛
政
六
、
七
年
と

考
え
ら
れ
る
の
で
吉
田
氏
を
名
乗
っ
た
の
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
寛
政
八
年
ｌ
同
十
年
に
は
吉
田
姓
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
長
淑
は
吉
田
か
ら
大
野
、
倉
持
と
姓
を
替
え
、
再
び
吉
田
に
復
す
こ
と
に
な
る
。

（
五
）

津
山
松
平
藩
『
江
戸
日
記
』
八
宇
田
川
玄
真
Ｖ
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

八
佐
公
（
侯
）
Ｖ
の
称
も
あ
っ
た
。

一
、
先
達
而
相
願
厄
介
仕
置
候
大
野
佐
公
儀
太
田
備
中
守
殿
御
医
師
倉
持
宗
寿
方
江
養
子
一
一
差
遣
候
処
此
度
不
縁
に
付
双
方
熟
談
の
上

離
縁
仕
候
段
口
上
書
以
支
配
頭
差
出
之

右
の
㈲
に
八
松
平
豊
後
守
様
御
家
来
大
野
甫
察
と
申
者
之
弟
佐
公
儀
私
妻
之
従
弟
御
座
候
Ｖ
と
あ
る
の
が
長
淑
の
こ
と
で
あ
る
。
長
淑
に
は

御
聞
届

口
同
（
享
和
二
）

㈲
享
和
二
年
九
月
廿
三
日

（
一
ハ
）

一
、
松
平
豊
後
守
様
御
家
来
大
野
甫
察
と
申
者
之
弟
佐
公
儀
私
妻
之
従
弟
御
座
候
右
之
者
私
厄
介
仕
度
段
口
上
願
書
以
支
配
頭
差
出
之

白
文
化
七
年
四
月
十
日

一
、
先
達
而
相
願
厄
介
仕
置
候
大
野
佐
公
儀
太
田
備
中
守
殿
御
医
師
倉
持
宗
寿
と
申
者
養
子
相
望
候
二
付
差
遣
申
度
段
願
書
差
出
之
願

之
通
御
許
容
被
成
候

年
十
月
八
日
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頭
家
来
・
出
渕
弥
惣
治
の
娘
と
結
婚
し
て
い
る
。

（
七
）

『
宇
田
川
家
勤
書
」
八
宇
田
川
玄
真
Ｖ
の
記
事
。

一
、
国
（
寛
政
十
年
）
十
月
朔
日
戸
田
采
女
正
殿
御
家
来
江
沢
養
寿
と
申
者
之
姉
と
縁
組
願
之
通
被
仰
付
候

一
、
享
和
元
辛
酉
二
月
廿
九
日
妻
存
寄
不
相
叶
離
縁
仕
候
旨
御
聞
届

一
、
同
（
享
和
元
年
）
九
月
廿
八
日
酒
井
雅
楽
頭
殿
家
中
出
渕
弥
惣
治
と
申
者
娘
と
再
縁
願
之
通
被
仰
付
候

長
淑
は
宇
田
川
玄
真
の
妻
（
出
渕
弥
惣
治
娘
）
の
従
弟
で
あ
り
、
享
和
二
年
九
月
の
時
点
で
八
大
野
甫
察
と
申
者
之
弟
Ｖ
と
さ
れ
て
い
る
。

長
淑
は
吉
田
家
か
ら
松
平
豊
後
守
家
来
で
あ
っ
た
大
野
家
に
養
子
と
し
て
入
り
、
大
野
佐
公
と
名
乗
っ
た
。
大
野
甫
察
の
弟
と
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
玄
真
の
八
妻
之
従
弟
Ｖ
で
あ
っ
た
長
淑
が
そ
の
縁
で
大
野
家
の
養
子
に
な
っ
た
の
か
、
大
野
家
の
養
子
に
な
っ
た
こ
と
で
玄

真
の
八
妻
之
従
弟
Ｖ
と
い
う
関
係
が
生
じ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
（
お
そ
ら
く
は
後
者
だ
ろ
う
）
、
こ
の
願
書
日
は
、
八
妻
之
従
弟
Ｖ
大
野

佐
公
（
長
淑
の
こ
と
）
を
宇
田
川
玄
真
の
八
厄
介
Ｖ
と
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
た
。
玄
真
は
同
じ
頃
に
、
縁
者

の
娘
、
妻
の
妹
、
八
妻
之
弟
Ｖ
旗
野
太
郎
た
ち
を
厄
介
と
し
て
引
き
取
っ
て
い
る
が
、
桂
川
甫
周
門
人
と
し
て
は
玄
真
の
後
輩
に
あ
た
り
、
急

速
に
蘭
学
者
と
し
て
の
実
力
を
示
し
始
め
た
長
淑
は
玄
真
に
と
っ
て
頼
も
し
く
鍛
え
が
い
の
あ
る
八
義
弟
Ｖ
で
あ
っ
た
。

大
野
甫
察
は
寛
政
八
年
の
『
蘭
学
者
芝
居
見
立
番
附
』
で
八
三
味
線
Ｖ
役
に
擬
せ
ら
れ
る
三
人
の
う
ち
の
一
人
八
大
野
甫
慶
Ｖ
で
あ
る
。
同

十
年
の
『
蘭
学
者
相
撲
見
立
番
附
』
で
は
八
越
後
大
野
甫
察
Ｖ
と
し
て
、
西
前
頭
二
九
枚
目
に
位
置
す
る
。
お
な
じ
『
相
撲
見
立
番
附
」
で

（
八
）

吉
田
佐
公
（
長
淑
）
は
東
前
頭
三
枚
目
を
占
め
て
お
り
、
蘭
学
者
と
し
て
の
実
力
は
長
淑
の
ほ
う
が
か
な
り
上
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

大
野
甫
察
の
弟
に
な
っ
た
長
淑
は
大
野
佐
公
の
名
の
ま
ま
、
宇
田
川
玄
真
の
八
厄
介
Ｖ
と
し
て
宇
田
川
家
に
食
客
と
し
て
住
桑
込
む
こ
と
と

な
っ
た
。
す
で
に
桂
川
甫
周
（
月
池
）
の
門
人
と
し
て
蘭
学
を
学
び
八
早
川
学
之
進
Ｖ
（
『
芝
居
見
立
番
附
』
寛
政
八
年
）
と
し
て
将
来
を
嘱
望

さ
れ
、
『
相
撲
見
立
番
附
』
（
寛
政
十
年
）
で
は
東
前
頭
三
枚
目
の
評
価
を
得
て
い
た
長
淑
は
玄
真
（
『
相
撲
見
立
番
附
」
で
現
役
最
高
位
の
東

大
関
）
に
厄
介
と
し
て
同
居
し
た
こ
と
は
、
長
淑
の
蘭
学
研
究
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
境
遇
と
な
っ
た
。
玄
真
か
ら
は
蘭
学
に
つ
い
て
師
弟
の
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関
係
を
越
え
た
懇
切
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
、
長
淑
は
桂
川
甫
周
（
月
池
）
・
宇
田
川
玄
真
と
い
う
最
高
の

師
か
ら
親
し
く
蘭
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
て
お
い
た
『
江
戸
日
記
』
口
の
記
事
。
宇
田
川
玄
真
の
と
こ
ろ
に
厄
介
と
し
て
身
を
寄
せ
て
い
た
大
野
佐
公
（
長
淑
）
は
、
今

度
は
太
田
備
中
守
の
医
師
・
倉
持
宗
寿
の
養
子
と
な
っ
た
。
享
和
二
年
十
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
長
淑
は
大
野
に
代
り
ハ
倉
持
氏
Ｖ
を

名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
淑
の
四
番
目
の
姓
で
あ
る
。
長
淑
が
倉
持
成
徳
直
心
の
名
前
で
訳
出
し
た
も
の
と
し
て
『
泰
西
五
診
精
要
』
五
巻
、

韻
ツ
ク
ホ
ウ
ト

（
九
）

『
増
補
海
上
備
用
』
五
巻
、
『
擬
古
福
烏
多
』
一
冊
、
『
遠
西
薬
圃
綱
目
』
一
七
巻
が
残
っ
て
い
る
。

『
江
戸
日
記
』
白
の
記
事
。
享
和
二
年
十
月
、
倉
持
家
の
養
子
と
な
っ
た
長
淑
は
、
文
化
七
年
四
月
に
倉
持
家
を
離
縁
と
な
っ
た
。
こ
の
件

（
一
○
）

に
関
し
て
、
『
宇
田
川
家
記
録
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

一
、
長
淑
事
享
和
二
年
十
一
月
太
田
備
中
守
殿
御
医
師
倉
持
宗
寿
方
江
養
子
二
差
遣
候
玄
真
弟
一
一
願
上
置
候
事
文
化
六
年
巳
秋
倉
持

離
縁
之
由
致
引
取
候
事
同
七
年
七
月
加
州
侯
へ
差
出
候
事

長
淑
が
倉
持
家
の
養
子
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
玄
真
は
長
淑
を
八
玄
真
弟
二
願
上
置
Ｖ
き
、
八
養
子
二
差
遣
Ｖ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
玄

真
の
津
山
藩
『
江
戸
日
記
』
白
に
も
八
養
子
二
差
遣
Ｖ
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
表
現
は
玄
真
が
長
淑
を
遠
縁
な
が
ら
妻
の
従
弟
と
し
て
宇

田
川
家
の
身
内
と
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
倉
持
家
を
離
縁
し
た
長
淑
は
八
兄
Ｖ
玄
真
の
元
へ
八
引
取
Ｖ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
玄

真
が
八
兄
Ｖ
と
し
て
身
元
引
請
人
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
八
吉
田
氏
Ｖ
に
復
し
た
長
淑
は
次
い
で
加
賀
藩
に
出
仕
し
た
ｐ

（
一
一
）

『
政
隣
記
』
、
文
化
七
年
七
月
二
十
七
日
の
記
事
。

『
政
隣
記
』
、
文
化
七
年
七
月

付
札
、
菊
地
九
右
衛
門

一
、
二
十
人
扶
持
吉
田
長
淑

長
淑
儀
御
医
者
に
被
召
出
、
如
斯
御
扶
持
方
被
下
之
。
江
戸
居
住
可
仕
候
。
前
田
式
部
等
支
配
被
仰
付
。

右
之
通
今
日
申
渡
候
条
、
於
此
表
可
有
支
配
候
事
。
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文
政
四
年
吉
田
長
淑
（
花
押
）

文
化
七
年
七
月
二
十
七
日
、
長
淑
は
藤
井
芳
亭
と
と
も
に
加
賀
藩
に
出
仕
し
た
。
加
賀
藩
で
は
玄
真
を
召
出
そ
う
と
し
た
が
玄
真
は
断
り
、

門
人
の
藤
井
芳
亭
を
推
薦
し
た
。
芳
亭
は
關
方
医
で
あ
っ
た
た
め
、
藩
法
で
定
め
ら
れ
た
立
合
医
師
と
し
て
長
淑
が
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
一
三
一
）

と
い
う
。
江
戸
か
ら
加
賀
藩
に
届
い
た
二
人
の
人
物
評
は
八
療
養
方
は
芳
亭
之
方
宜
、
学
は
長
淑
之
方
宜
Ｖ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

出
仕
の
際
、
長
淑
は
玄
真
の
八
義
弟
Ｖ
（
「
宇
田
川
家
譜
」
）
と
さ
れ
、
玄
真
か
ら
加
賀
藩
へ
八
差
出
候
Ｖ
（
『
宇
田
川
家
記
録
」
）
と
も
表
現

さ
れ
て
い
た
。
や
は
り
、
こ
こ
で
も
玄
真
は
長
淑
を
八
義
弟
Ｖ
と
し
、
加
賀
藩
へ
八
差
出
Ｖ
し
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
玄
真
は
享
和
二
年
に
、
八
大
野
佐
公
（
長
淑
）
Ｖ
を
所
属
の
津
山
藩
に
た
い
し
て
正
式
に
八
厄
介
Ｖ
と
す
る
こ
と
を

冒
頭
に
引
用
し
た
長
淑
自
筆
の
「
系
図
帳
」
。

母
方
苗
字
ヲ
相
名
乗
於
江
戸
表
和
蘭
内
科
医
業
仕
罷
在
侯
処
文
化
七
年
七
月
御
医
者
二
被
召
出
弐
十
人
扶
持
被
下
置
江
戸
居
住
被
仰
付

右
藤
井
芳
亭
同
流
之
藺
学
医
也
。
療
養
方
は
芳
亭
之
方
宜
、
学
は
長
淑
之
方
宜
与
云
々
・

右
江
戸
よ
り
申
来
候
に
付
写
之
、
且
右
御
覚
書
者
前
田
兵
部
殿
御
渡
之
事
。

（
一
一
一
）

大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
』
に
「
宇
田
川
家
譜
」
と
し
て
載
る
も
の
。

文
化
五
年
八
月
津
山
御
供
中
松
平
加
賀
守
殿
御
隠
居
肥
前
守
殿
御
病
気
に
付
診
察
御
頼
相
成
旨
御
国
許
へ
申
来
候
に
付
金
沢
へ
罷
越
御
療

マ
マ
マ
マ

治
仕
御
快
方
翌
年
宰
相
殿
又
之
御
不
例
に
付
再
金
沢
に
罷
越
云
之
時
藤
井
芳
亭
吉
田
長
叔
両
人
被
召
出
長
叔
は
義
弟
と
致
し
芳
亭
は
門
人

候
（
中
略
）

○
前
田
侯
に
は
玄
真
を
貰
受
け
ん
と
云
ひ
し
が
玄
真
不
肯
乃
門
人
藤
井
を
薦
む
藩
法
必
立
合
医
師
を
要
す
然
に
藩
医
に
蘭
方
医
一
人
も
無

也し
価
て
吉
田
を
併
禄
せ
し
と
云
ふ

庚
午
七
月
廿
七
日
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願
い
出
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
長
淑
が
大
野
家
を
離
縁
し
倉
持
家
に
養
子
す
る
際
に
も
、
津
山
藩
に
対
し
て
願
書
を
出
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
養
子
に
八
差
遣
申
度
Ｖ
と
記
し
、
ま
た
八
玄
真
弟
二
願
上
置
候
事
Ｖ
（
『
宇
田
川
家
記
録
』
）
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
加
賀
藩
出
仕
に
際

し
て
、
芳
亭
が
玄
真
八
門
人
Ｖ
と
さ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、
長
淑
は
八
義
弟
Ｖ
と
さ
れ
る
だ
け
で
八
門
人
Ｖ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
長
淑

に
は
単
な
る
縁
者
と
し
て
よ
り
も
八
義
弟
Ｖ
と
し
て
、
他
の
門
人
よ
り
い
っ
そ
う
親
し
み
の
こ
も
っ
た
厳
し
い
指
導
が
な
さ
れ
た
と
想
像
し
得

マ
Ｃ
Ｏ

以
上
、
長
淑
の
姓
が
馬
場
↓
吉
田
↓
大
野
↓
倉
持
↓
吉
田
と
四
度
改
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
長
淑
が
養
家
を
転
々
し
た
際
に
は
玄
真
か
ら

八
義
弟
Ｖ
と
し
て
、
宇
田
川
家
の
一
員
と
し
て
処
遇
さ
れ
た
こ
と
を
染
た
。
さ
ら
に
、
長
淑
は
玄
真
の
八
門
人
Ｖ
と
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

実
際
に
は
門
人
以
上
の
待
遇
を
以
て
親
密
な
指
導
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
も
言
及
し
た
。
玄
真
は
長
淑
の
学
業
・
生
活
両
面
に
わ
た
っ

て
、
陰
に
陽
に
支
え
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

文
献
お
よ
び
注

（
一
）
拙
稿
「
蘭
方
医
・
吉
田
長
淑
年
譜
考
」
『
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
一
五
集
（
四
）
文
学
篇

で
、
合
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
一
二
岡
崎
桂
一
郎
『
我
邦
に
於
け
る
泰
西
和
蘭
実
験
内
科
の
方
祖
吉
田
長
淑
先
生
小
伝
』
の
口
絵
写
真
、
一

（
己
大
槻
如
電
「
駒
谷
吉
田
先
生
の
諄
」
、
前
掲
（
二
）
所
収
。

（
ｇ
拙
稿
ヨ
蘭
学
者
見
立
番
附
』
の
八
吉
田
佐
公
Ｖ
（
吉
田
佐
十
郎
）
を
め
ぐ
っ
て
」
『
明
治
大
》

ヘヘヘ

ービプ言五

嘗一ン

津
山
洋
学
資
料
館
『
津
山
洋
学
資
料
第
一
集
』
二
七
頁
、
岡
山
県
津
山
市
、
一
九
七
八
年
。

、

前
掲
（
五
）
で
八
申
者
え
弟
Ｖ
と
あ
る
の
は
誤
り
。

津
山
洋
学
資
料
館
『
津
山
洋
学
資
料
第
一
集
』
四
頁
。

拙
稿
ヨ
蘭
学

一
九
七
九
年
。

『
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
一
七
集
（
四
）
文
学
篇
、

一
九
二
二
年
。

一
九
七
七
年
。
本
稿
と
関
わ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
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△つつ

三二壱

｡／~、／~、
‐ナロノー凡
曹一一

治
療
ノ
方
ヨ
シ
加
賀
吉
田
長
淑
佐
侯

翻
訳
ノ
方
ヨ
シ
同
藤
井
芳
亭

こ
の
記
事
は
文
化
十
三
年
九
月
十
八
日
、
羽
栗
三
渓
（
吉
雄
俊
蔵
）
が
江
戸
か
ら
長
崎
に
帰
省
す
る
途
路
、
名
古
屋
の
小
川
守
中
（
長
淑
門
人
）

宅
へ
止
宿
、
野
村
立
栄
た
ち
が
小
川
宅
へ
集
っ
て
江
戸
の
蘭
学
者
の
噂
を
聞
き
、
そ
れ
を
立
栄
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。

小
川
守
中
は
長
淑
の
蘭
馨
堂
に
学
ん
で
お
り
、
長
淑
訳
編
『
蘭
薬
鏡
原
』
（
文
政
三
年
刊
）
の
巻
之
十
二
・
巻
之
十
三
で
校
訂
者
に
名
を
連
ね

マ
マ

て
い
る
。
こ
の
「
江
戸
蘭
学
徒
」
の
記
事
の
末
尾
に
立
栄
の
覚
書
と
し
て
八
小
川
〈
初
宇
多
川
吉
田
一
一
従
後
京
都
辻
信
濃
守
二
従
Ｖ
と
あ
っ
て
、

宇
田
川
玄
真
・
吉
田
長
淑
の
両
者
に
師
事
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

ど
ち
ら
の
評
判
も
信
瀝
性
が
あ
り
、
両
者
甲
乙
つ
け
が
た
い
と
い
う
べ
き
か
。

Ｙ

、

な
お
、
八
佐
侯
Ｖ
は
、
原
史
料
の
写
真
で
は
八
佐
候
Ｖ
と
な
っ
て
い
る
。
八
佐
侯
Ｖ
を
書
き
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
明
治
大
学
文
学
部
）

岡
村
千
曳
『
紅
毛
文
化
史
話
」
口
絵
写
真
お
よ
び
三
○
頁
、
創
元
社
、
東
京
、
一
九
五
三
年
。

拙
稿
「
古
方
か
ら
蘭
方
へ
ｌ
吉
田
長
淑
に
お
け
る
蘭
方
内
科
の
確
立
Ｉ
」
（
『
駿
台
史
学
』
第
四
五
号
、
一
九
七
八
年
十
一
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

宇
田
川
準
一
編
『
宇
田
川
家
記
録
」
第
一
冊
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
。

な
お
、
掛
川
藩
の
「
御
家
中
家
譜
抜
書
」
に
、
八
同
（
文
化
）
七
午
年
三
月
五
日
願
一
一
付
隠
居
実
方
江
引
取
Ｖ
の
記
事
が
染
え
る
と
の
こ
と
で

あ
る
（
津
田
進
三
「
吉
田
長
淑
と
そ
の
学
統
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
○
巻
第
二
号
、
一
二
○
頁
、
一
九
八
四
年
）
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

長
淑
は
掛
川
藩
（
太
田
備
中
守
）
へ
は
八
隠
居
Ｖ
を
理
由
に
実
方
（
吉
田
）
に
復
す
旨
、
届
け
出
た
よ
う
で
あ
る
。

『
政
隣
記
』
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
。
（
『
加
賀
藩
史
料
』
第
二
巻
、
九
三
九
頁
に
も
同
文
を
載
せ
る
）
。

大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
」
九
三
頁
、
大
槻
茂
雄
刊
、
東
京
、
一
九
二
八
年
。

野
村
立
栄
の
随
筆
『
免
帽
降
乗
録
』
（
杉
本
つ
と
む
『
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
Ｖ
、
四
九
八
頁
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八
二
年
所
収
）
に
次
の
よ
う
な
「
江
戸
蘭
学
徒
」
の
記
事
が
あ
る
。

マ
マ

紅
毛
学
第
一
津
山
宇
多
川
玄
真

紅
毛
学
第
一
（
中
略
）
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